









の帰属を行う。 NMR，及び MASS の測定技術については専門、及び日常研修で以前に修得した。
構造の帰属が困難な場合や不斉化合物の絶対配置などは X 線構造解析機器を利用して、その構造
を直視的に解析する。最近、総合実験研究支援センタ一理工学研究支援分野機器分析部門(文京キ




























写真 2 写真 3
3 測定とデータ解析
測定に用いた機器(写真 4) は X 線発生
装置(右側)、本体(中央)、及び制御部(左










































REPORT ボタンで CIF ファイル作製を
指定するとデータフォルダ内に CIF.cif
ファイルが作られる。このファイルを

























2) a) http://www.rigaku.co.jp/xrl/group l/tips/cytidine/ 
b) http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/-kaiken/ja/staffs/matsuzou/9X -raystructure. pdf 
3) a) 安岡則武、「これならわかる X線結晶解析j 、化学同人. b) 岩村 秀ら、「物質の化学・有機構造
解析J 、放送大学.
4) http://www 
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